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令和４年度関西広域連合一般会計歳入歳出決算審査意見 

 

１ 審査の対象 

令和４年度 関西広域連合一般会計歳入歳出決算 

 

２ 審査の方法 

一般会計に係る歳入歳出決算書、決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に

関する調書及び附属書類が関係法令に準拠して作成されているかどうか確認するととも

に、これらの計数について関係諸帳簿及び関係資料を抽出照査し、併せて関係職員から

説明を聴取した。 

また、当年度に実施した定期監査、事務監査、例月現金出納検査等の結果も参考にし

て審査を行った。 

 

３ 審査の結果 

審査に付された歳入歳出決算書、諸調書は、いずれも関係法令に準拠して作成され、

決算計数に相違ないことを確認した。予算執行及び財産管理については、適正に行わ

れていると認められた。 
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４ 決算の概要 

 
(1) 一般会計の状況 

 
ア 決算収支 

決算収支の状況は、次のとおりである。 
（単位：円、％） 

                年 度 
区 分 

令和４年度 

予  算  現  額        Ａ 2,760,139,000 

歳    入    額        Ｂ 2,743,207,576 

歳    出    額        Ｃ 2,681,232,047 

形  式  収  支（Ｂ－Ｃ）   Ｄ 61,975,529 

翌年度に繰り越すべき財源      Ｅ 0 

実  質  収  支（Ｄ－Ｅ）   Ｆ 61,975,529 

予 算 執 行 率 
歳入（Ｂ／Ａ） 99.3 

歳出（Ｃ／Ａ） 97.1 

 
   本年度は、 予 算 現 額  2,760,139,000 円 に対し 

         歳     入  2,743,207,576 円 

         歳     出  2,681,232,047 円 で 

         差 引 額 は 、    61,975,529 円 となっている。 

 

翌年度に繰り越すべき財源はないため、実質収支額は 61,975,529 円である。 
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イ 歳入 
歳入予算の執行状況は、次のとおりである。 

（単位：円、％） 

款 予算現額 Ａ 調 定 額 Ｂ 収入済額 Ｃ 
不 納 

欠損額 

収 入 

未済額 

収入率 

Ｃ／Ａ 

収入済額

の構成比 

分担金及び負担金 1,425,987,000 1,425,987,000 1,425,987,000 0 0 100.00 51.98 

使用料及び手数料 235,446,000 229,816,400 229,816,400 0 0 97.61 8.38 

国 庫 支 出 金 864,448,000 864,148,951 864,148,951 0 0 99.97 31.50 

財 産 収 入 4,000 3,640 3,640 0 0 91.00 0.00 

寄  附  金 1,000 0 0 0 0 0.00 0.00 

繰  入  金 81,004,000 72,302,343 72,302,343 0 0 89.26 2.64 

繰  越  金 73,063,000 73,062,037 73,062,037 0 0 100.00 2.66 

諸  収  入 80,186,000 77,887,205 77,887,205 0 0 97.13 2.84 

計 2,760,139,000 2,743,207,576 2,743,207,576 0 0 99.39 100.00 
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ウ 歳出 
歳出予算の執行状況は、次のとおりである。 

（単位：円、％） 

款 予算現額 Ａ 支出済額 Ｂ 
翌 年 度 

繰越額Ｃ 

不 用 額 

Ａ－(Ｂ+Ｃ) 

執行率 

Ｂ／Ａ 

支出済額

の構成比 

議  会  費 17,772,000 16,911,121 0 860,879 95.16 0.63 

総  務  費 403,646,000 394,700,380 0 8,945,620 97.78 14.72 

広 域 防 災 費 22,057,000 20,079,210 0 1,977,790 91.03 0.76 

広域観光・文化・スポーツ振興費 133,800,000 129,499,521 0 4,300,479 96.79 4.83 

広域産業振興費 58,808,000 54,478,881 0 4,329,119 92.64 2.03 

広 域 医 療 費 1,705,618,000 1,693,224,524 0 12,393,476 99.27 63.15 

広域環境保全費 42,029,000 40,887,170 0 1,141,830 97.28 1.52 

資格試験・免許費 270,453,000 239,557,492 0 30,895,508 88.58 8.93 

広域職員研修費 2,013,000 1,651,637 0 361,363 82.05 0.06 

関西パビリオン

設 置 運 営 費 
98,942,000 90,242,111 0 8,699,889 91.21 3.37 

公  債  費 1,000 0 0 1,000 0.00 0.00 

予  備  費 5,000,000 0 0 5,000,000 0.00 0.00 

計 2,760,139,000 2,681,232,047 0 78,906,953 97.14 100.00 
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(2) 実質収支の状況 

 

実質収支の状況は、次のとおりである。 
（単位：千円） 

区   分 金額 

１ 歳 入 総 額 2,743,208    

２ 歳 出 総 額 2,681,232    

３ 歳 入 歳 出 差 引 額 61,976    

４ 翌年度へ 

繰り越す 

べき財源 

(1) 継続費逓次繰越額  0    

(2) 繰越明許費繰越額  0    

(3) 事故繰越し繰越額  0    

計 0    

５ 実 質 収 支 額 61,976    

６ 実質収支のうち地方自治法第 233 条の  
  ２ の 規 定 に よ る 基 金 繰 入 額  30,988    
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５ 財産の状況 

 

(1) 公有財産 

区   分 前年度末 
現 在 高 

決算年度中 
増 減 高 

決算年度末 
現 在 高 

土 地 及 び 建 物 等 該当なし 該当なし 該当なし 

 

(2) 物 品 

区   分 前年度末 
現 在 高 

決算年度中 
増 減 高 

決算年度末 
現 在 高 

機 械 器 具 類    ４点 ０点    ４点 

（備考）本表は、１点 100 万円以上の備品を対象としている。決算年度末現在高の内訳は

「ドクターヘリ搭載消防救急無線（４台）」である。 

 

(3) 債 権 

区   分 前年度末 
現 在 高 

決算年度中 
増 減 高 

決算年度末 
現 在 高 

貸 付 金 等 該当なし 該当なし 該当なし 

 
(4) 基 金 

区   分 前年度末 
現 在 高 

決算年度中 
増 減 高 

決算年度末 
現 在 高 

財 政 調 整 基 金 0 千円 0 千円 0 千円 

資 格 試 験 等 基 金 145,227 千円  26,533 千円 171,760 千円 

関 西 パ ビ リ オ ン 設 置 運 営 基 金 0 千円 13,701 千円 13,701 千円 

 


